










平成14 (2002) 年､ 神戸山手短期大学の情報関係のカリキュラムが大幅に改定された｡ 改定
前後の科目の一覧 (表) を見ると､ 科目名だけでなく､ 科目数も増加していることがわかる｡
平成13年度入学生のカリキュラムでは､ ｢情報処理入門｣ ｢情報処理演習｣ のように科目名に
｢情報処理｣ という用語が多く用いられていた (11科目中５科目)｡ これに対して､ 平成14年入
学生のカリキュラムでは､ 科目数が22科目と倍増した一方､ 科目名に ｢情報処理｣ という用語
が用いられた科目は ｢情報処理入門｣ の１科目のみである｡ その代わりに､ ｢表計算｣ ｢コンピュー
タグラフィックス｣ ｢ホームページ｣ ｢プレゼンテーション｣ ｢データベース｣ 等の用語を冠し
た科目が出現し､ 情報教育がコンピュータの用途 (アプリケーション) によって分化し､ ｢初





















換し､ ｢ゆるやかなコース制｣ に移行することになった｡ ゆるやかなコース制とは､ 生活分野
に応じたコースを設置し､ 入学直後の半期は生活学全般の基礎を学び､ 後期からの１年半にい
ずれかのコースに所属して専門教育を受けるしくみである｡ ここに ｢情報コース｣ というコー























































95 の登場以降､ 90年代後半にはパソコンを所有する世帯が増加し､ それをインターネットに
接続する世帯も急激に増えていった｡ また､ 	が	
95 と同時発売したオフィス
スイート	95 は､ ワープロ､ 表計算､ プレゼンテーションソフトを同梱したもので､ 特
に企業の事務処理において威力を発揮するという期待感からパソコンへの導入が進んだ｡ この
ソフトは､ 97年､ 2000年､ 2002年と定期的にバージョンアップを重ね､ 機能を拡張することで
ユーザーを増やしていった｡ こうした中で､ 教育の情報化も教育機関ごとに進んでいった｡
情報リテラシー
リテラシーとは本来､ 識字､ つまり文字を読み書きする能力のことである｡ 15世紀､ グーテ
ンベルクによる活版印刷の普及以後､ 文書の大量増殖が起こり､ 様々な情報が文字ベースで交
流､ 蓄積されることになり､ 識字が人間の基本能力として位置付けられるようになった｡ 教育
の大衆化､ システム化も､ リテラシーという概念と手を携えて発達したと言ってよい｡
情報リテラシーという概念は､ コンピュータの大衆化が加速した80年代後半に生まれた｡ 大











た｡ コンピュータの機能の多様化と､ ネットの発達による情報インフラの発展は､ コンピュー
タを新たな ｢考える道具｣ にする可能性を秘めていた｡ すなわち､ コンピュータを介して､ 情
報の取得､ 分析､ 考察､ 発信という思考サイクルが行える段階を迎えていた｡ 実際の授業にお






















ては特化した科目を設けなかった｡ この理由は､ ソフトへの需要が大きいために､ あえて科目
を設置しなくとも､ レポート等の課題作成等において使用機会が増えることが予想されたため




フトは､ 計算の方法を大きく変えたと言える｡ 従来､ 計算は筆算､ 電卓､ プログラムという手
法によって行われてきた｡ その前にはそろばん (アバカス) という計算器具が用いられてきた
が､ それが電卓にとって代わる形となった｡ コンピュータの普及により､ プログラムによる数
値計算もリテラシー教育に位置づけられることもあったが､ アルゴリズムの難解さやプログラ











10年間､ その枠組みは大きく変更されることはなかった｡ アプリケーション教育は､ 学生にとっ
て科目の目的がわかりやすく､ 資格取得に直結するなど､ 効率性がある反面､ 習得した知識が
すぐ忘れられてしまう､ コンピュータを総合的に活用するには非効率的である等､ 負の側面も
ある｡







じている｡ こうした中､ 情報教育の新しい流れを模索するべく､ 実験的な試みが行われている｡
プロジェクト学習
教育現場ではプロジェクト学習という形態が注目されている｡ プロジェクト (目標) を達成
するために､ 様々な手段を使って共同作業を行うことで､ 知識や技術を取得することが要求さ
れる｡ 生活学科情報コースでは､ プロジェクト学習の試みをいくつか行っている｡ ｢総合情報
演習｣ では､ 履修者がいくつかのグループに分かれ､ １月末の発表会に向けて作品制作を行う｡
この科目は１､ ２年合同で履修することにより､ 学年の壁を越えてコラボレーションすること
も可能であり､ 学生の能力の発揮の場として有益である｡ また､ 今年度から始まった ｢アンケー
ト演習｣ は､ 主として情報コースと心理コースの学生が履修しているが､ 集計や分析の基礎を
学習し､ 主体的にアンケートを実施し､ 分析結果を発表するというサイクルを体得する｡ いず









まれている｡ その一方で､ 課題作成においては､ コピペによる文書複製が ｢効率的｣ に行われ




る｡ 人間が時間をいかに費やすべきか､ それを考えるのは人間自身であり､ その結論に至るに
は時間が必要である｡ つまり､ 教育に求められているのは､ 時間の使い方に関する問題なので
あり､ その問題に解答を与えるのは､ 人間自身かもしれないし､ コンピュータなのかもしれな
い｡
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